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特 集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

�

拡
大
防
止
に
向
け
た
議
会
対
応

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
」

　
２
０
１
９
年
12
月
、
中
国
武
漢
市
で
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
そ
の
後
世
界
的
に

拡
大
し
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
も
様
々
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
４
月
７
日
、
東
京
な
ど
感
染
の
状
況

が
深
刻
な
地
域
を
対
象
に
改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
16
日
に
は
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
、
全
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
菊
川
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
検
討
し
、

次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
令
和
２
年
２
月
議
会
中
の
３
月

３
日
か
ら
本
会
議
及
び
委
員
会
等
の
傍
聴
を
自
粛
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
は
生
中
継
（
映
像
配
信
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
通
信
機
器
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
い
た
だ
け
な
か
っ
た
委
員
会
等

に
つ
い
て
は
、
閉
会
後
、
録
音
音
声
の
貸
し
出
し
や

議
事
録
を
お
渡
し
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
４
月
10
日
か
ら
は
菊
川
市
議
会
で
新
た
に

定
め
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
向
け
た
議
会
対
応
」
に
沿
っ
た
議
会
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
不
要
不
急
な

外
出
の
自
粛
、
丁
寧
な
手
洗
い
、
う
が
い
や
十
分
な

睡
眠
等
で
自
己
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
に
注
力
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
市
議
会
で
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
防
止
し
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
、
市
執
行
部
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生中継 録画映像 合　計 経 費（円）

平成27年度 2,669 880 3,549 1,479,600

平成28年度 3,623 1,635 5,258 2,144,880

平成29年度 3,523 2,382 5,905 2,144,880

平成30年度 2,644 1,245 3,889 2,144,880

令和１年度 1,866 1,441 3,307 2,164,740

※平成27年８月から映像配信開始
　（27年度分は８月～28. ３月分の集計となります。）

本会議（年４回）映像配信（生中継+録画映像）の
アクセス数と必要経費

【
議
会
報
告
会
～
議
会
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

�

語
ら
座
ぁ
～
の
開
催
に
つ
い
て
】

　
例
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
各
地
区
に
お
い
て

開
催
し
て
お
り
ま
す
「
議
会
報
告
会
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
は
各
地
区
で
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
報
告
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
報

告
資
料
を
作
成
し
、
６
月
下
旬
か
ら
各
地
区
セ
ン

タ
ー
へ
配
架
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
、
皆
様

か
ら
の
御
意
見
を
い
た
だ
く
し
く
み
を
整
え
ま
す
。

※�

こ
の
記
事
は
、
令
和
２
年
４
月
30
日
時
点
で
ま
と
め
た
内
容

と
な
り
ま
す
。
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新型コロナウイルスの感染予防について菊川市議会の対応
２月28日　　議会運営委員会にて傍聴対応を検討
３月３日～　傍聴自粛の呼びかけ
　　　　　　※本会議・委員会の傍聴をご遠慮いただいています。
３月26日　　国へコロナ対策の意見書  提出
４月10日　　議会運営委員会にて今後のコロナ対応について検討
４月10日　　全員協議会にて市長への要望書・コロナ対応について協議
４月14日　　ホームページで市議会の新型コロナウイルス対応公表
４月14日　　市長へ要望書  提出
４月23日　　全員協議会にて市の新型コロナウイルス対応の説明を受ける
４月30日　　全員協議会・議会運営委員会
５月７日　　臨時議会

国への意見書
新型コロナウイルス感染症対策の強化等を求める意見書 

 
 
 中華人民共和国湖北省武漢市を中心に発生した新型コロナウイルス感染症は、

いまだに治療方法が確立されていないことから、国内はもとより世界中で感染

が拡大し、日本企業の活動停滞や訪日旅行客の減少など日本経済に影響を及ぼ

している。 
 政府においては、「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、帰国者等

への支援、国内感染対策の強化や水際対策の強化、更には、新型コロナウイル

ス感染拡大に備える「改正新型インフルエンザ等対策特別措置法」の成立、ま

た、影響を受ける産業等への緊急対応にも取り組んでいるが、全国的な感染拡

大を受け、静岡県内に於いても感染事例が３例あることや感染しても症状がで

ない「無症状病原体保有者」も確認され市中感染が危惧されている状況である。 
 本市でも速やかに、感染予防対策を講じられるよう対策本部を設置し、市民

への感染予防の周知や小、中学校の臨時休校、市主催のイベントの自粛、議会

傍聴者入場規制等による「市民への安全」を優先し感染予防を進めてきたとこ

ろである。 
 国においては国民の安全・安心を守るため、地方公共団体・医療関係者等の

関係団体や関係機関が緊密に連携して適時適切な、感染拡大防止対策や追加の

経済対策等の適切な取り組みが求められる。 
 よって、国におかれては、新型コロナウイルス感染症対策の強化等を図るた

め、下記事項についての措置を講じられるよう強く要望する。 
 

記 
 
１ 感染者の早期発見及び重症化防止のため、地方における検査・医療体制の

強化に向けた支援を充実させるとともに、ワクチン及び簡易検査キットの早

期開発を図ること。 
 
２ 感染症指定医療機関等における医療機器の整備、医療物資の確保に対する

支援を行うとともに、医療従事者や救急隊員等搬送従事者が安心して従事で

きるよう、院内感染防止のための医療機関に対する相談支援や構造設備の変

更に対する支援を速やかに行うこと。 
 
３ 地域経済の影響を踏まえた対策を実施するとともに、地方自治体や医療機

関が行う各種対策に要する費用等に十分な財政措置を講ずること。 

４ 消費者、生活者に対する支援を講ずること。 
 
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

 
令和２年３月 26 日 

                        静岡県菊川市議会 
衆議院議長 大 島 理 森 様 
参議院議長 山 東 昭 子 様 
内閣総理大臣 安 倍 晋 三 様 
総 務 大 臣 高 市 早 苗 様 
財 務 大 臣 麻 生 太 郎 様 
文部科学大臣 萩 生 田 光 一 様 
厚生労働大臣 加 藤 勝 信 様 
経済産業大臣 梶 山 弘 志 様 
内閣官房長官 菅  義 偉 様 

市長への要望書
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2
月
定
例
会　
審
議
結
果

会
期　
45
日
間　
令
和
２
年
２
月
12
日
～
３
月
27
日

令
和
２
年
度
予
算

税
金
の
使
い
道
を
チ
ェ
ッ
ク

　

令
和
２
年
度
の
各
会
計
の
予
算
案
が
市
長
か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

令
和
２
年
３
月
９
日
、
10
日
、
11
日
に
一
般
会
計
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催

し
て
審
査
し
、
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
予
算
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

令和２年度菊川市各会計当初予算額
� （単位：千円）

会　　計　　名 当初予算額 前年度との比較

一般会計 19,786,000 381,000

国民健康保険特別会計 4,628,616 △ 124,935

後期高齢者医療特別会計 484,894 43,819

介護保険特別会計 3,482,525 83,194

土地取得特別会計 4 0

病院事業会計 6,670,769 54,664

水道事業会計 1,780,093 △ 39,207

下水道事業会計 1,347,890 216,552

総　　合　　計 38,180,791 615,087

議案
番号 議案名

結　
果

鈴
木　
直
博

竹
内　
敏
行

横
山　
陽
仁

西
下　
敦
基

赤
堀　
　
博

織
部　
光
男

小
林　
博
文

鈴
木　
啓
之

山
下　
　
修

有
海
喜
一
郎

倉
部　
光
世

内
田　
　
隆

水
野　
貞
幸

宮
城　
力
弘

横
山　
隆
一

落
合　
良
子

松
本　
正
幸

議案
第３号

菊川市六郷地区セン
ター条例の制定につ
いて

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第５号

菊川市地域振興等基
金条例の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

議案
第14号

令和２年度菊川市一
般会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

議案
第15号

令和２年度菊川市国
民健康保険特別会計
予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

議案
第19号

令和２年度菊川市下
水道事業会計予算

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第23号

新市まちづくり計画
の一部変更について

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

※○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　※議長（松本正幸）は採決に加わらない。
すべての議案名および審議結果は菊川市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

賛否が分かれた議案一覧表

議 案
25件

発 議
1件

報 告
1件

諮 問
2件
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庁
内
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
費

１
億
２
４
８
６
万
円
は
大
き
な
事
業

費
だ
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
の
か
。
費
用
対
効
果
は
。

　
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
※
Ａ
Ｉ-
Ｏ
Ｃ
Ｒ
や

議
事
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
費
用
等
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
大
き
な
予
算
と
な
っ
た
。

実
証
実
験
の
結
果
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
導
入
に
よ
り
業
務
時
間
の
大

幅
な
短
縮
を
見
込
め
た
。
業
務
の

自
動
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
職

員
が
事
務
や
処
理
件
数
の
多
い
入

力
作
業
な
ど
に
費
や
し
た
時
間
を

生
産
性
の
高
い
業
務
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
。
職
員
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
付
加
価
値
業
務
に
注
力

で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
、
市

民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
シ

ス
テ
ム
の
契
約
が
今
後
５
年
間
で

あ
る
の
で
、
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
は
そ
の
中
で
検
証
し
て
い
く
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
デ
マ
ン

ド
試
行
運
行
の
体
制
と
検
証
、
分
析

の
方
法
は
。

　
業
者
に
委
託
し
、
２
路
線
に

お
い
て
デ
マ
ン
ド
試
行
運
行
を
実

施
す
る
。
予
約
が
あ
っ
た
便
の
み

運
行
を
行
う
。
検
証
及
び
分
析
方

法
は
、
路
線
別
及
び
便
別
の
利
用

者
数
や
停
留
所
ご
と
の
乗
降
者
数
、

運
行
の
課
題
や
利
用
者
の
声
な
ど

に
つ
い
て
委
託
業
者
か
ら
報
告
を

受
け
、
運
行
状
況
を
把
握
す
る
予

定
。
ま
た
、
職
員
が
同
乗
し
て
利

用
状
況
の
聞
き
取
り
を
行
う
Ｏ
Ｄ

調
査
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も
計

画
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か

ら
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
公
共
交
通
会
議

で
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
等
を
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
や
改

善
を
図
っ
て
い
く
。

　
情
報
伝
達
・
避
難
体
制
対
策
事

業
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
あ

た
り
、
市
民
の
意
見
は
反
映
さ
れ
る

の
か
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
形
状
、

完
成
時
期
、
部
数
は
。

　
地
区
防
災
会
の
会
合
等
で
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
。
縮
尺
１�

万
分
の
１
か
ら
１
万
５
０
０
０
分

の
１
の
Ａ
４
版
冊
子
で
あ
る
。
完

成
時
期
は
県
管
理
河
川
の
浸
水
想

定
の
公
表
時
期
に
も
よ
る
が
、
年

度
末
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
令
和
３

年
度
に
配
布
予
定
。
部
数
は

２
万
４
０
０
０
部
を
予
定
。

　

企
業
の
誘
致
活
動
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
静
岡
県
東

京
事
務
所
企
業
誘
致
班
に
市
職
員

を
派
遣
し
、
当
該
職
員
が
行
う
首

都
圏
に
お
け
る
企
業
訪
問
時
に
、

市
内
遊
休
地
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
他
、
企
業
の
動
向
を
情
報

収
集
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
市

内
の
遊
休
地
情
報
を
市
・
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
金
融

機
関
・
不
動
産
業
者
等
へ
冊
子
の

定
期
的
な
配
布
を
行
う
。
ま
た
、

市
内
企
業
へ
の
訪
問
時
に
情
報
収

集
を
行
う
。

　

農
業
振
興
地
域
管
理
事
業
の
考

え
方
と
進
め
方
は
。

　
農
業
振
興
計
画
の
見
直
し
は
、

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
団
的
に

存
在
す
る
農
用
地
、
土
地
改
良
事

業
、
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
業
の

施
工
区
域
内
に
あ
る
土
地
を
、
優

良
農
地
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
、
概
ね
10
年
後
の

あ
る
べ
き
農
業
を
想
定
し
た
計
画

と
な
る
よ
う
考
え
て
い
く
。
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
未
満
の
一
団
で
土
地
改

良
事
業
の
施
工
区
以
外
の
農
地
で
、

市
の
総
合
計
画
等
で
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
具
体
的
な
開
発
予
定
地

審
査
に
お
い
て

こ
ん
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た

 

 

 

令 和 元 年 度 版 

 

菊 川 市 遊 休 地 情 報 資 料 
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が
あ
れ
ば
、
県
と
協
議
し
農
用
地

利
用
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
。　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
保
守

点
検
委
託
料
５
４
７
万
円
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
証
明
書
交
付
金
セ
ン
タ
ー
負

担
金
２
２
１
万
円
は
毎
年
度
同
額
か
。

交
付
件
数
、
状
況
は
。

　
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
委
託
料

は
５
年
間
同
額
。
証
明
書
交
付
セ

ン
タ
ー
負
担
金
は
参
加
自
治
体
数

で
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
３
種

類
の
証
明
書
の
取
扱
い
で
、
２
月

は
住
民
票
が
26
通
、
印
鑑
証
明
が

23
通
、
所
得
課
税
証
明
が
１
通
で

あ
っ
た
。
年
齢
等
の
デ
ー
タ
は
収

集
で
き
な
い
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
格
納
庫
の
建
設

場
所
と
建
設
費
は
。

　
建
設
場
所
は
聖
隷
三
方
原
病

院
の
近
く
で
、
総
費
用
は
５
億
３�

４
４
万
円
。
う
ち
５
４
４
５
万
８�

０
０
０
円
を
西
部
地
域
の
14
市
町

で
負
担
す
る
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
の
効
果
と
実
施
年
齢
、
接
種

回
数
は
。
ま
た
、
な
ぜ
委
託
料
に
違

い
が
あ
る
の
か
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼
児
期

の
重
い
急
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
感
染
予
防
の
効
果

が
期
待
で
き
る
。
生
後
２
ケ
月
か

ら
初
回
接
種
が
可
能
と
な
る
。
ロ

タ
リ
ッ
ク
ス
が
２
回
、
ロ
タ
テ
ッ

ク
が
３
回
と
接
種
回
数
が
異
な
り
、

ワ
ク
チ
ン
単
価
も
異
な
る
た
め
委

託
料
に
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

耐
震
補
強
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
学
校
は
ど
こ
か
。
全
校
の
完
了
予

定
は
。　

静
岡
県
に
お
い
て
の
耐
震
補

強
工
事
は
耐
震
力
指
数
Ｉ
ｓ
値
が

1.0
以
下
の
建
物
に
つ
い
て
行
わ
れ

る
。
令
和
２
年
度
実
施
予
定
の
加

茂
小
学
校
を
含
め
５
校
と
な
る
。

令
和
３
年
度
に
小
笠
南
小
校
舎
、

４
年
度
に
小
笠
東
小
校
舎
、
令
和

５
年
度
に
は
六
郷
小
昇
降
口
と
渡

り
廊
下
を
大
規
模
改
造
工
事
と
併

せ
て
計
画
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
に
菊
川
東
中
技
術
棟
の
改
修
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耐

震
力
の
不
足
す
る
建
物
は
な
く
な

る
。　

小
中
学
校
の
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
内
容
及
び
効
果
は
。

　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
は
３
つ
の
事
業
が
あ
る
。
１
つ

目
は
指
導
要
録
、
出
席
簿
、
通
信

簿
、
テ
ス
ト
処
理
な
ど
教
員
の
事

務
処
理
に
お
い
て
デ
ー
タ
を
共
有

し
、
効
率
的
に
作
成
す
る
シ
ス
テ

ム
。
機
能
的
に
は
県
内
他
市
が
既

に
導
入
し
て
い
る
レ
ベ
ル
及
び
必

要
不
可
欠
な
機
能
を
想
定
し
て
い

る
。
２
つ
目
は
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

で
教
員
同
士
が
情
報
交
換
す
る
共

有
シ
ス
テ
ム
は
既
に
市
内
全
校
に

導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
更
新

業
務
と
な
る
。
３
つ
目
は
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
構
築
費
用
で
、
小
中
学

校
は
全
て
学
校
独
自
の
サ
ー
バ
ー

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
運
用
し

て
い
る
。
校
務
支
援
ソ
フ
ト
導
入

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
一
括
し
て
ク
ラ

ウ
ド
化
を
行
う
。
デ
ー
タ
の
一
括

保
管
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、
今

後
の
サ
ー
バ
ー
の
更
新
費
用
の
削

減
が
見
込
ま
れ
る
。
導
入
の
効
果

と
し
て
は
、
教
員
の
事
務
作
業
の

負
担
軽
減
と
デ
ー
タ
の
共
有
で
転

記
等
の
ミ
ス
が
防
止
さ
れ
る
。

▶�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
発
行
機
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一 般 質 問代 表 質 問
議会の映像配信をご覧いただくには

録画映像は
こちらから
ご覧になれます

生中継は
こちらから
ご覧になれます

菊川市議会 検索

まずは、菊川市ホームページ内
菊川市議会トップページへ

ここをクリック

代表質問とは?

一般質問とは?

　

質問議員：９名　質問数：15問

　２月定例会において、市長の施
政方針および予算編成方針の内容
や考え方を、会派の代表者が質問
します。
質問会派：

「市民ネット」「みどり21」

　市議会議員が市に対して、市民
の皆さんの生活にかかわる大切な
ことを質問します。
　あなたの生活にかかわる質問は
ありますか？
※議員名の下の（　 ）は、所属する会派

または政党を示します。本会議の生中継や録画映像をインターネットにより配
信していますので、ぜひご覧ください。
また、会議録はホームページ、市役所４階議会図書室、
菊川文庫、小笠図書館で閲覧できます。

審 査
ピックアップ
議　案
第４号

菊
川
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

第
７
条
に
『
市
は
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
を
総
合
的
に
実
施
す
る
た

め
の
窓
口
を
設
置
す
る
』
と
あ
る
が
、

ど
こ
に
開
設
す
る
の
か
。
ま
た
、
規

則
は
確
認
で
き
な
い
か
。

窓
口
は
地
域
支
援
課
に
設
置
す

る
。
規
則
は
例
規
担
当
と
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容
の
反
映
に
つ
い

て
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

心
理
的
支
援
は
。

警
察
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

対
応
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
場
合
は
、
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
。
そ
の
他
の
支

援
と
し
て
、
捜
査
機
関
、
行
政
機
関
、

医
療
機
関
等
へ
の
移
動
等
に
付
き
添

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
た

め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護

を
図
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

う
こ
と
や
家
事
、
育
児
、
就
業
、
介

護
等
に
必
要
な
物
品
の
貸
与
を
考
え

て
い
る
。

時
効
、
遡
及
と
い
う
問
題
は
、

条
例
で
ど
う
扱
う
の
か
。

事
件
・
事
故
の
時
効
に
つ
い
て

は
、
こ
の
条
例
は
被
害
者
等
支
援
で

あ
り
、
該
当
し
な
い
と
考
え
る
。
遡

及
に
つ
い
て
は
、
附
則
の
経
過
措
置

で
「
施
行
の
日
以
降
に
発
生
し
た
犯

罪
等
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
適
用
す

る
」
と
な
っ
て
お
り
、
見
舞
金
の
給

付
の
み
は
遡
及
適
用
せ
ず
、
こ
の
条

例
の
施
行
日
以
降
に
発
生
し
た
犯
罪

に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
も
変
わ
り

15
周
年
と
い
う
節
目
に
将
来
の
菊
川
の

あ
る
べ
き
姿
を
み
ん
な
で
考
え
、
未
来

に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
ま
さ

に
今
で
あ
る
。
２
０
２
５
年
問
題
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
年
で
あ
る
２
０
３
０
年

問
題
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
持
続
可
能
性
の

危
機
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
問
題
。

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
幸
福
、
健
康
、

格
差
の
是
正
な
ど
の
面
か
ら
考
え
る
と

地
方
へ
の
分
散
型
シ
ナ
リ
オ
へ
向
か
う

こ
と
が
持
続
可
能
性
を
高
め
る
と
い
わ

れ
、
人
口
減
少
が
緩
や
か
で
、
温
暖
な

気
候
と
好
立
地
で
あ
る
菊
川
市
は
様
々

な
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

将
来
の
菊
川
市
の
あ
る
べ
き
姿
、

あ
り
た
い
姿
は
。
関
係
人
口
を
増
や
す

考
え
方
は
。

豊
か
な
自
然
環
境
と
の
共
生
と
安

全
で
快
適
な
居
住
環
境
が
実
現
さ
れ
た

住
み
よ
い
ま
ち
で
あ
る
。
菊
川
市
と
多

様
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・

拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

ま
ち
を
一
つ
に
す
る
た
め
に
行
っ

て
き
た
こ
と
は
。
未
だ
課
題
で
あ
る
浄

化
槽
の
点
検
・
清
掃
に
つ
い
て
は
。

一
体
性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展

を
目
指
し
道
路
整
備
、
施
設
整
備
等
を

行
っ
て
き
た
。
下
水
道
整
備
も
進
む
中
、

合
併
浄
化
槽
の
管
理
運
営
の
統
一
を
ど

う
考
え
て
い
く
か
研
究
・
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

ま
ち
の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
人
材

の
育
成
の
た
め
財
政
、
重
要
施
策
を
積

極
的
に
市
民
に
公
開
す
る
必
要
性
は
。

財
政
を
考
え
る
市
民
会
議
の
立
ち
上
げ

は
。

財
政
の
市
民
理
解
は
行
政
運
営
に

と
っ
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

提
案
の
市
民
会
議
や
他
自
治
体
の
取
り

組
み
例
を
含
め
研
究
検
討
し
て
い
く
。

活
用
方
法
の
幅
を
広
げ
る
た
め
利

用
目
的
に
よ
り
会
場
使
用
料
を
発
生
さ

せ
る
な
ど
公
共
施
設
や
公
共
空
間
の
使

用
の
規
制
緩
和
の
考
え
は
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
設
置
目

的
に
合
わ
せ
管
理
運
営
し
て
い
く
こ
と

が
原
則
。
食
堂
な
ど
施
設
の
使
い
方
は

若
手
の
職
員
か
ら
提
案
を
も
ら
い
な
が

ら
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

小
中
一
貫
教
育
「
学
び
の
庭
構

想
」
は
学
舎
運
営
協
議
会
を
中
心
と
し

市
民
と
の
連
携
も
深
め
る
と
あ
る
が
現

在
の
市
民
組
織
の
見
直
し
は
。
小
中
学

区
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
菊
川
地
域
へ

の
対
応
は
。

学
び
の
庭
構
想
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
達
を
支
え
る
と
共
に
、
教
育

環
境
の
向
上
と
地
域
全
体
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
く
も
の
。
協
議
会
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
連
合
自
治
会
、
コ
ミ
協
等
代
表

も
参
画
。
組
織
の
見
直
し
は
今
後
事
業

を
進
め
る
中
で
必
要
に
応
じ
考
え
て
い

く
。
菊
川
地
域
は
、
小
中
、
小
小
連
携

を
工
夫
し
な
が
ら
進
め
、
校
区
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
地
域
は
、
市
民
意
見
を

尊
重
し
丁
寧
に
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

研
究
機
関
と
の
連
携
、
大
地
の
再

生
の
考
え
方
の
取
り
入
れ
等
、
根
本
的

な
菊
川
市
の
地
形
か
ら
水
害
対
策
を
考

え
る
こ
と
の
必
要
性
は
。

近
年
都
市
化
や
風
水
害
が
激
甚
化

す
る
中
、
被
害
も
大
き
く
な
る
と
考
え

る
と
、
新
た
な
視
点
で
取
り
組
み
を
考

え
て
い
く
こ
と
も
必
要
。
研
究
機
関
等

と
の
連
携
、
専
門
家
の
知
見
を
取
り
入

れ
た
水
害
対
策
な
ど
今
後
研
究
し
て
い

く
。

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
、
未
来
を

切
り
開
く
構
想
力
の
あ
る
職
員
を
ど
う

育
成
し
て
い
く
か
。

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
は

職
員
の
観
察
力
や
分
析
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
研
究
テ
ー
マ
創
案
・
実
践
研

修
、
選
抜
指
名
研
修
な
ど
に
派
遣
し
未

来
を
創
造
す
る
力
を
持
っ
た
職
員
の
育

成
に
努
め
る
。

明
日
に
向
か
っ
て
変
わ
る
ま
ち
菊
川

�

市
民
ネ
ッ
ト　
質
問
者
：
倉
部　
光
世

代　表
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
11

地
区
が
均
衡
に
発
展
す
る
展
望
が
示
さ

れ
い
る
が
、
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
伺
う
。

均
衡
あ
る
発
展
へ
の
見
解
は
。

３
つ
の
都
市
拠
点
と
11
地
区
の
生

活
拠
点
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
立
地
適
正
化
計
画
は
、
20

年
30
年
後
の
菊
川
の
目
標
の
姿
で
、
現

在
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
小
学
校
単
位

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

均
衡
あ
る
発
展
の
課
題
は
。

無
秩
序
な
市
街
地
域
拡
大
を
抑
制

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

次
年
度
策
定
の
農
業
振
興
計
画
の

中
で
土
地
利
用
規
制
に
つ
い
て
の
検
討

は
。

今
後
計
画
が
あ
っ
た
場
合
は
、
他

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　
エ
コ
パ
に
お
け
る
小
学
生
の
陸
上
競

技
大
会
、　
ア
エ
ル
で
の
小
中
学
校
合

唱
祭
は
種
々
の
理
由
に
よ
り
今
年
度
で

廃
止
さ
れ
る
。
子
ど
も
達
の
励
み
の
場

で
あ
り
、
交
流
の
場
で
あ
り
と
す
ば
ら

し
い
面
を
沢
山
持
っ
た
催
物
と
促
え
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

廃
止
に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
は
。

両
事
業
共
意
義
の
あ
る
事
業
で
あ

る
が
、「
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実

施
」
の
現
状
況
下
で
は
継
続
は
困
難
で

あ
る
。廃

止
に
つ
い
て
父
兄
か
ら
の
反
応

は
。

終
了
を
惜
し
む
声
は
あ
っ
た
が
、

批
判
的
な
意
見
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
今
後
交
流
の

場
の
確
保
は
で
き
な
い
か
。

学
舎
運
営
協
議
会
の
中
で
考
え
て

行
き
た
い
。

　
長
期
財
政
計
画
は
平
成
29
年
度
に
策

定
さ
れ
、
今
回
合
併
特
例
債
の
期
間
延

長
等
に
伴
な
い
変
更
案
が
示
さ
れ
た
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

合
併
特
例
債
の
総
額
と
今
後
の
計

画
額
は
。

借
入
れ
上
限
額
は
１
３
０
億
２
２�

６
０
万
円
で
30
年
度
末
ま
で
に
65
億�

３
０
５
０
万
円
を
借
入
し
た
。
令
和
６

年
度
ま
で
に
約
61
億
７
０
０
０
万
円
を

計
画
し
て
い
る
。

合
併
特
例
債
終
了
後
の
投
資
的
事

業
へ
の
考
え
方
は
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く

事
業
は
地
域
振
興
等
基
金
を
活
用
し
、

で
き
る
だ
け
有
利
な
充
当
率
の
高
い
起

債
や
補
助
金
を
探
し
活
用
す
る
と
共
に
、

義
務
的
経
費
の
精
査
に
よ
り
自
主
的
に

使
え
る
お
金
を
増
や
し
て
い
く
。

歳
出
が
現
計
画
の
延
長
計
算
で
あ

る
が
、
検
証
し
て
の
メ
リ
ハ
リ
が
必
要

で
は
。把

握
可
能
な
範
囲
の
計
画
で
あ
り
、

社
会
状
況
を
反
映
し
た
政
策
施
策
に
つ
い

て
は
そ
の
時
々
の
予
算
編
成
の
中
で
行
う
。

　
茶
価
の
低
迷
に
よ
り
茶
業
は
崩
壊
的

危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
施
策
は
茶
業
振

興
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
状
は
更
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

菊
川
茶
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
整

理
し
て
い
る
の
か
。

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
労

働
力
が
低
下
し
、
面
積
や
生
産
量
・
生

産
額
の
減
少
等
が
課
題
で
あ
る
。

10
ａ
当
り
の
所
得
の
現
状
は
。

所
得
額
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

今
あ
る
資
料
で
は
経
費
を
除
く
前
の
生

葉
収
入
額
は
平
均
21
万
円
、
ま
た
認
定

農
家
の
場
合
で
は
お
茶
以
外
の
耕
作
も

あ
り
、
多
い
方
と
少
な
い
方
で
25
万
円

程
度
の
差
が
あ
っ
た
。

課
題
解
決
の
た
め
の
具
体
策
は
。

経
営
体
の
強
化
・
茶
園
の
集
積
、

深
む
し
菊
川
茶
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
た

め
の
地
理
的
表
示
制
度
の
推
進
を
し
て

い
く
。

施
政
方
針

み
ど
り
21　
質
問
者
：
内
田　
隆

代　表

▲市内９校の小学生が集まって開催された
　陸上競技大会（エコパ）
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日
本
経
済
の
先
行
き
は
見
直
し
が
難

し
く
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、

不
確
実
性
が
高
く
な
る
。
永
続
的
に
発

展
し
、
魅
力
あ
る
菊
川
市
で
あ
る
よ
う

願
い
質
問
し
た
。　

平
成
30
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
菊
川
市
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業

振
興
条
例
」
で
の
新
し
い
取
り
組
み
及

び
影
響
は
。

経
営
基
盤
の
強
化
や
人
材
の
育
成

及
び
確
保
に
お
い
て
、
中
小
企
業
等
が

行
う
生
産
性
向
上
の
設
備
投
資
へ
の
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
を
実
施
。
高
校

生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
企
業
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
の
開
催
や
市
内
企
業
19
社

の
情
報
を
ま
と
め
た
市
内
企
業
紹
介
情

報
誌
を
発
行
。
経
営
基
盤
の
強
化
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
一

方
で
人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て
の
課
題

が
見
え
て
い
る
。

今
後
策
定
さ
れ
る
「
菊
川
市
中
小

企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
推
進
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
、
期
間
を
設
定
し
て
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
必
要
は
。
実
効
性
向
上

に
む
け
て
市
民
・
企
業
・
行
政
・
金
融

等
か
ら
の
組
織
に
よ
っ
て
の
評
価
や
提

案
を
受
け
る
よ
う
な
協
議
体
は
あ
る
の

か
。

市
の
施
策
事
業
は
第
２
次
総
合
計

画
で
進
捗
管
理
を
行
い
、
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
。

協
議
体
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
地
域

経
済
活
性
化
推
進
会
議
や
商
工
会
、
創

業
支
援
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
意
見

等
い
た
だ
い
て
い
る
。

就
職
氷
河
期
世
代
の
把
握
及
び
就

労
支
援
は
。

本
市
の
支
援
対
象
者
数
は
把
握
し

て
い
な
い
。
今
後
、
国
か
ら
具
体
的
な

取
り
組
み
が
示
さ
れ
る
の
で
、
国
・
県

と
連
携
し
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
他
に「
明
る
い
選
挙
」、「
人
生
会
議
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
東
海
地
震
」「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
」に
備
え
、静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
が

菊
川
市
を
共
催
地
と
し
て
、８
月
30
日

㈰
に
行
わ
れ
る
。
市
に
は
相
当
な
負
担

だ
が
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
関

心
度
を
高
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
み

ん
な
の
被
害
軽
減
を
願
っ
て
質
問
す
る
。

訓
練
想
定
、
テ
ー
マ
、
重
点
な
ど

の
概
要
と
計
画
は
。

震
度
７
を
想
定
。
自
助
は
自
分
と

家
族
の
命
を
守
る
、
共
助
は
児
童
生
徒

の
参
画
し
た
、
多
文
化
共
生
の
避
難
所

運
営
、
公
助
は
運
動
公
園
で
自
衛
隊
・

県
警
と
救
出
・
救
助
、
平
川
地
区
で
モ

デ
ル
避
難
所
、
ア
エ
ル
で
物
資
配
送
訓

練
等
を
行
う
。
今
年
度
の
重
点
事
業
で
、

多
く
の
人
の
参
加
が
必
要
。

各
訓
練
場
所
の
視
察
・
見
学
は
。

各
会
場
で
の
訓
練
内
容
を
情
報
共

有
す
る
こ
と
は
必
要
で
、
地
区
等
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
調
整
・
案
内
す
る
。
例

年
、
小
規
模
で
あ
る
が
視
察
し
て
い
る
。

訓
練
内
容
を
映
像
で
資
料
保
存
し
、

自
主
防
で
活
用
を
。

記
録
担
当
者
を
配
置
し
て
写
真
・

動
画
を
集
約
し
、
自
主
防
災
会
に
情
報

提
供
し
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

盛
夏
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

暑
さ
の
中
で
の
訓
練
と
な
る
。
飲

料
水
を
携
帯
し
て
訓
練
に
参
加
、
体
調

管
理
の
注
意
喚
起
を
徹
底
し
た
い
。
熱

中
症
対
策
は
、
日
陰
づ
く
り
、
給
水
、

噴
霧
等
を
用
意
し
て
安
全
な
訓
練
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

他
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
の
実

現
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般

一　般

産
業
振
興
に
つ
い
て
問
う

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
の
共
催
地

水
野　
貞
幸
（
み
ど
り
21
）

 
 
 

菊川市中小企業及び小規模企業振興基本条例

 
 

     

 
本市は、茶業をはじめとする農業等の地場産業を支える中小企業及び小規模企

業に加え、先進的技術を有する多彩な企業が立地し、経済発展を遂げてきました。

そのような中で、中小企業及び小規模企業は多様な事業活動を通じて本市経済

の発展を支える中心的な役割を果たし、とりわけ、その多くを占める小規模企業

は地域の雇用を支える等地域社会において重要な役割を果たしてきました。

しかしながら、近年における人口減少及び少子高齢化の進展、経済活動の国際

化の進展等の経済的社会的環境の変化により、中小企業者及び小規模企業者は厳

しい経営環境に置かれています。

そこで、本市では、地域経済の持続的発展の中核を担う中小企業者及び小規模

企業者の振興を図り、市民生活の向上に寄与するため、「菊川市中小企業及び小規

模企業振興基本条例」を制定しました。

静岡県菊川市

平成 30 年４月１日施行 

中小企業・小規模企業を
みんなで応援します！ 

▲防災訓練のようす

※�令和２年度静岡県・御前崎市・菊川市総合防災訓練は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け
中止となりました。なお、例年開催している総合防災訓練（８月30日予定）については現在検討中です。
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行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ
り
、

職
員
の
作
業
効
率
化
と
市
民
の
利
便
性

を
上
げ
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会

構
築
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
行
政
へ
取

り
入
れ
、
こ
の
二
つ
を
融
合
し
て
、
市

民
福
祉
の
向
上
、
職
員
の
働
き
方
改

革
・
作
業
の
効
率
化
を

∞

（
無
限
大
）

に
し
て
い
く
事
を
提
案
す
る
た
め
に
行

政
側
の
考
え
を
問
う
。

様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
行
政
へ
、

将
来
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
と
し
て
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
革

新
技
術
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

明
確
な
回
答
は
難
し
い
が
、
行
政
情
報

の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
と
各
種
申
請
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
行
政
へ
、
ど
う
組
み
入
れ
活
用
す

る
の
か
。

バ
ッ
ジ
着
用
で
職
員
の
意
識
高
揚

や
施
設
へ
の
ゴ
ー
ル
表
示
で
市
民
の
理

解
を
深
め
る
。
市
の
政
策
や
施
策
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
該
当
し
て
い
る
。
次

期
総
合
戦
略
等
へ
も
視
点
を
取
り
入
れ

て
い
く
。

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
地
区
セ
ン

タ
ー
の
予
約
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
行
う
考
え
は
。

施
設
予
約
状
況
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
の
予
約
を
検
討
中
だ
が
、
複

雑
で
課
題
が
あ
り
導
入
に
至
っ
て
い
な

い
。

広
報
菊
川
等
の
自
治
会
へ
依
頼
し

て
い
る
回
覧
物
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
市
民
へ

提
供
す
る
考
え
は
。

回
覧
物
は
電
子
化
、
多
言
語
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
普
及
に
時
間
が
か
か
る
。
手

軽
で
効
果
的
な
配
信
方
法
を
研
究
し
て

い
く
。

避
難
状
況
の
把
握
、
避
難
所
の
指

定
・
開
設
の
課
題
は
。

地
域
の
公
会
堂
な
ど
任
意
の
避
難

所
の
状
況
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
把
握

は
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
の
運
営
、
環
境
改
善
、

指
定
避
難
所
の
見
直
し
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
が
、
地
域
の
方
の
協
力
を
い

た
だ
き
進
め
て
い
る
。

黒
沢
川
地
区
な
ど
に
お
け
る
内
水

面
氾
濫
の
原
因
と
対
策
は
。

主
な
原
因
は
、
牛
渕
川
本
線
の
水

位
が
下
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
支
線
の

河
川
に
影
響
し
た
こ
と
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
国
土
交
通
省
の
補
正
予
算
等
に

よ
り
、
菊
川
や
牛
渕
川
に
お
い
て
河
道

掘
削
や
堤
防
補
強
な
ど
計
画
に
基
づ
き

整
備
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
対
策
も

協
議
を
進
め
た
い
。

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
お
い

て
、
豪
雨
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
居

住
誘
導
地
域
の
検
討
は
。

用
途
地
域
内
に
お
い
て
一
定
以
上

の
人
口
が
集
中
し
、
生
活
の
利
便
性
や

公
共
施
設
等
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
居
住
を
誘
導
す
べ
き
区
域
と
し

て
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
や
一
定

以
上
の
浸
水
深
が
想
定
さ
れ
る
エ
リ
ア

等
、
災
害
リ
ス
ク
の
あ
る
区
域
を
除
外

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

暴
風
雨
に
対
す
る
、
森
林
管
理
の

対
策
は
。

管
理
さ
れ
て
い
な
い
森
林
の
増
加

は
、
土
砂
災
害
や
、
倒
木
に
よ
る
送
電

線
の
破
損
に
伴
う
停
電
の
原
因
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
適
正
な
管
理
の
周
知

と
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
活
用
を
検

討
し
て
い
く
。

　
他
に「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
水
稲

被
害
と
対
策
」に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般

一　般

デ
ジ
タ
ル
行
政
構
想
＋
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝

∞

小
林　
博
文
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

集
中
豪
雨
・
暴
風
雨
時
の
課
題
と
対
策

山
下　
修
（
み
ど
り
21
）

▶
総
合
的
な
治
水
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
図

（
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
か
ら
引
用
）
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財
政
は
「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を

制
す
」
が
基
本
で
あ
る
。
１
９
６
２
年

田
中
角
栄
大
蔵
大
臣
の
時
、国
債
発
行

を
し
て
将
来
か
ら
借
金
を
し
た
。首
相
に

な
り
列
島
改
造
開
始
。人
口
ボ
ー
ナ
ス

期
、生
産
年
齢
人
口
が
増
え
高
齢
者
の

医
療
費
・
介
護
費
が
少
な
い
時
期
で
あ

り
成
功
し
た
。今
の
日
本
は
１
９
９
０
年

か
ら
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
、生
産
年
齢
人

口
が
減
り
、
社
会
保
障
費
が
重
荷
・
負

担
の
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
将
来
か
ら

借
金
が
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。
さ
て
、

菊
川
市
の
令
和
２
年
度
予
算
一
般
会
計

は
過
去
最
大
１
９
７
億
８
６
０
０
万
円

で
あ
る
。
企
業
会
計
を
入
れ
る
と

３
８
１
億
８
０
０
０
万
円
、
将
来
は
大

丈
夫
か
と
市
民
が
心
配
を
し
始
め
て
い

る
。

菊
川
市
が
借
金
で
き
る
条
件
は
。

そ
の
根
拠
は
。

地
方
財
政
法
第
５
条
各
号
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
と
臨
時
財
政
対

策
債
を
発
行
す
る
場
合
と
な
っ
て
い
る
。

税
収
74
億
円
に
対
し
、
30
億
円
の

公
債
費(

借
金
返
済
）
は
適
正
な
金
額

か
。

実
質
公
債
比
率
や
将
来
負
担
比
率
、

償
還
額
に
対
す
る
交
付
税
処
置
額
の
状

況
な
ど
か
ら
適
正
な
金
額
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

財
政
自
主
権
は
な
い
と
考
え
る
が
、

あ
る
と
す
れ
ば
何
を
指
し
て
あ
る
と
い

う
の
か
。

課
税
自
主
権
、
市
債
を
借
り
入
れ

る
起
債
自
主
権
を
有
す
る
。
歳
出
予
算

を
編
成
、
執
行
す
る
権
利
を
有
し
て
お

り
、
財
政
自
主
権
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
菊
川
市
で
は
、
政
策
形
成
過
程
に
お

け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
事
業
の
意
思
決
定
に

お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
至
る
過
程

に
お
い
て
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
が

形
成
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。

広
く
広
報
す
る
た
め
地
区
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
の
設
置
を
す
べ
き
。

所
管
課・図
書
館・
Ｈ
Ｐ
が
基
本
と

考
え
て
い
る
。計
画
の
中
身
に
合
わ
せ
多

く
の
意
見
が
も
ら
え
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
菊
川
駅
整
備

費
を
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

駅
北
構
想
を
策
定
す
る
為
の
も
の

で
整
備
費
を
示
し
て
行
う
趣
旨
の
も
の

で
は
な
い
。

市
議
会
勉
強
会
で
提
出
さ
れ
た
資

料
が
回
収
さ
れ
た
。
議
会
へ
の
説
明
は

市
民
へ
の
説
明
と
理
解
し
て
い
る
が
。

公
共
交
通
施
設
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
を
考
慮
し
、
安
全
運
行
の
た
め

回
収
し
た
。
議
会
・
市
民
へ
の
説
明
は

同
様
と
理
解
し
て
い
る
。

菊
川
駅
整
備
よ
り
「
駅
北
開
発
」

を
進
め
る
べ
き
。

駅
整
備
の
凍
結
は
な
い
。
駅
北
開

発
は
地
元
と
調
整
中
で
あ
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市

民
・
行
政
・
議
会
の
役
割
を
明
確
に
す

る
「
自
治
基
本
条
例
」
が
必
要
だ
が
。

市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
は

重
要
だ
が
、
現
時
点
で
は
制
定
の
予
定

は
な
い
。

※ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
市
の

計
画
な
ど
を
公
表
し
、
意
見
を
公
募
し

最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
う
制
度
で

「
市
民
意
見
公
募
制
度
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
他
に
「
お
役
所
言
葉
の
改
善
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般

一　般

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

横
山　
隆
一
（
日
本
共
産
党
）

財
政
と
菊
川
の
将
来
像
を
問
う

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

▲菊川駅
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市
民
が
ご
み
の
分
別
を
し
っ
か
り
行

い
、
可
燃
ご
み
の
減
量
に
努
め
る
こ
と

は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑
え
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
な
る
。
更
に
燃
え
る
ご
み

を
処
理
す
る
「
ガ
ス
化
溶
融
施
設
」
を

長
持
ち
さ
せ
、
維
持
費
の
軽
減
、
税
金

の
節
約
に
も
繋
が
る
。
菊
川
市
の
令
和

元
年
度
の
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
量

は
５
５
１ｇ
、前
年
対
比
１
０
２・５
％

と
増
え
て
い
る
。

　
京
都
市
で
は
、「
京
都
市
廃
棄
物
の

減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
。
平
成
30
年
度
の
家
庭
ご

み
の
市
民
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
量

は
３
９
９ｇ
で
あ
り
、
政
令
市
で
初
め

て
４
０
０ｇ
を
切
り
、
年
間
ご
み
処
理

コ
ス
ト
も
削
減
さ
れ
て
い
る
。

当
市
の
可
燃
ご
み
と
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
の
区
別
は
、
市
民
に
し
っ
か

り
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
だ
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
。
今
ま
で
も
や
っ
て
い
る
が
、

菊
川
市
へ
の
転
入
手
続
き
の
時
に
、
ゴ

ミ
出
し
の
説
明
を
し
、
環
境
衛
生
委
員

に
は
更
な
る
啓
発
、
研
修
等
で
削
減
を

目
指
す
。

30
Ｌ
可
燃
ご
み
袋
へ
の
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混
入
率
は
。

組
成
調
査
に
よ
る
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
混
入
率
は
６
％
で
、
近
隣
市
の
９
％

に
比
べ
低
い
。

資
源
回
収
で
き
る
も
の
が
可
燃
ご

み
で
燃
や
さ
れ
て
い
る
現
状
へ
の
行
政

の
考
え
は
。

排
出
量
の
少
な
い
自
治
会
は
出
前

講
座
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
排

出
量
の
多
い
自
治
会
に
対
し
て
は
、
自

治
会
の
意
向
に
沿
っ
た
形
で
の
啓
発
を

進
め
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
防
止
・
循
環
型
社
会

構
築
へ
、
罰
則
規
定
の
な
い
市
民
に
分

か
り
や
す
い
「
菊
川
市
ご
み
条
例
」
を

制
定
の
考
え
は
。

菊
川
市
ご
み
条
例
の
制
定
は
、
現

段
階
で
は
、
考
え
て
は
い
な
い
。

　
菊
川
市
第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

要
支
援
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
高
齢
者
（
健
康
高
齢
者
と
言
う
）
は
、

２
０
１
５
年
が
85
．８
％
、
高
齢
化
が

進
む
２
０
２
５
年
の
目
標
値
を
82
．８ 

％
と
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
に
お
け
る
市
の
高
齢

者
お
よ
び
健
康
高
齢
者
の
推
定
人
数
は
。

高
齢
者
を
１
万
２
６
３
３
人
と
見

込
み
、
健
康
高
齢
者
は
１
万
４
６
１
人

と
推
計
し
て
い
る
。

高
齢
者
向
け
イ
ベ
ン
ト
は
。

市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
高
齢

者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
な
状
態
を
維
持

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
60
歳
以

上
を
対
象
に
し
た
シ
ニ
ア
健
康
体
操
教

室
を
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ア
プ
ロ
ス
菊
川
」
の
協
力
の
も
と
、

毎
年
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
市
内
３

会
場
で
実
施
し
て
い
る
。
他
に
70
歳
か

ら
の
健
康
講
座
、
菊
川
い
き
い
き
体
操

教
室
、
筋
力
ア
ッ
プ
・
能
力
ア
ッ
プ
応

援
隊
養
成
講
座
等
を
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
充
実
は
。

菊
川
病
院
に
は
、
寝
た
き
り
の
防

止
や
早
期
の
家
庭
復
帰
を
目
指
し
た�

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
あ
り
、

２
０
２
５
年
に
向
か
っ
て
急
性
期
病
床

を
回
復
期
機
能
の
病
床
へ
の
転
換
を

図
っ
た
。
ま
た
、
職
員
の
活
動
の
場
を

医
療
現
場
に
限
定
せ
ず
、
専
門
職
の
知

識
を
生
か
し
て
高
齢
者
の
転
倒
予
防
や

運
動
機
能
の
維
持
な
ど
の
健
康
増
進
活

動
へ
広
げ
て
行
く
こ
と
で
、
超
高
齢
社

会
に
お
い
て
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
以
上
に

増
や
さ
な
い
こ
と
に
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
他
に
「
高
齢
化
が
進
む
２
０
２
５
年

問
題
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一　般

一　般

ご
み
条
例
で
ご
み
減
量
と
施
設
の
延
命
は

落
合　
良
子
（
無
所
属
）

高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

鈴
木　
直
博
（
み
ど
り
21
）

ごみ半減をめざす 

京都市「しまつのこころ条例」 

平成 27 年 10 月からスタートしました  
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≪皆さんの声をお聞かせください≫
 「議会のひろば」を読んだ感想や意見をお送りください。
もれなく菊川市議会特製“きくのんクリアファイル”を
プレゼント！！
●メール　gikai@city.kikugawa.shizuoka.jp
●ＦＡＸ　（0537）35－2116
●郵送先　〒439-8650 静岡県菊川市堀之内61番地
　※議会への要望や意見なども受け付けています。

　
待
機
児
童
と
は
、
保
育
関
連
施
設
へ

の
入
所
を
申
請
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
施
設
が
満
員
で
入
所
待
ち
の
児
童

の
こ
と
。
特
に
１
歳
児
、
２
歳
児
が
入

所
困
難
で
あ
る
。

入
所
希
望
者
、
１
、２
歳
児
へ
の

対
応
は
。

入
所
調
整
が
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
、
調
整
可
能
な
保
育
園
等
を

お
知
ら
せ
し
、
希
望
園
の
変
更
を
お
願

い
し
、
可
能
な
限
り
の
入
所
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
、
移
転
開
園
す
る
西

方
保
育
園
は
待
機
児
童
解
消
と
な
る
取

り
組
み
か
。

新
た
な
園
は
保
育
枠
定
員
が
90
人

か
ら
１
１
０
人
と
な
り
待
機
児
童
対
策

解
消
に
大
き
く
寄
与
す
る
取
り
組
み
と

考
え
る
。

小
規
模
保
育
を
開
設
す
る
予
定
の

事
業
所
は
あ
る
か
。

今
年
度
か
ら
な
か
う
ち
だ
の
ぞ
み

保
育
園
が
開
設
し
て
お
り
、
令
和
２
年

度
か
ら
は
愛
育
会
が
お
や
ま
の
こ
保
育

園
を
開
設
準
備
し
て
い
る
。

保
育
士
不
足
対
策
と
し
て
行
っ
て

い
る
大
学
訪
問
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

平
成
28
年
度
か
ら
当
市
独
自
の
取

り
組
み
で
県
内
の
大
学
、
短
大
、
専
門

学
校
を
訪
問
し
、
市
内
保
育
所
の
求
人

情
報
を
学
生
に
届
け
た
り
、
学
生
の
声

を
市
内
の
法
人
へ
伝
え
て
い
る
。
他
の

確
保
対
策
と
し
て
保
育
士
登
録
制
度
の

活
用
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
ふ
る
さ

と
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
。

メール送信はこちらの
ＱＲコードを読み取る
と便利です

　２年ぶりに傍聴させ
ていただき、とても勉

強になった。議員と市側の真剣さが伝
わってきた。
　プロジェクターなどを活用した更に
わかりやすい運営を期待する。
　神聖な議場に国旗と市旗を掲げても
いいのでは…。

傍聴者より
　アルファベットの略
字やカタカナ表記はわ

かりづらい。説明を付す等、配慮をお
願いしたい。

傍聴者より

　すばらしい菊川市
になってもらいたい。

色々なものに目をつけてもらいたい。

傍聴者より

一　般
保
育
施
設
の
待
機
児
童
対
策

赤
堀　
博
（
み
ど
り
21
）

▲菊川中央こども園

菊川市議会だより 議会のひろば　13



議会活動レポート

～　ようこそ菊川市へ　～
　菊川市議会では、多くの市町からの視察研修を
受け入れています。おもてなしの心で対応し、担
当を決めて説明を行います。
　令和元年度は、茨城県や兵庫県など全国各地か
ら18市町の議会の皆様を迎えました。「議会だよ
りのリニューアル」「議会改革」等議会活動に関
する研修や「家庭医療養成プログラム」「多文化
共生」等市の担当課に説明を求める研修などがあ
りました。

『議会改革第２ステージ』における
議会改革のあり方
　１月24日、議会改革への意識を高めようと青森
中央学院大学 佐藤准教授をお招きし、議員研究
会を開催。議会基本条例が制定され10年が過ぎた
今、『議会改革第２ステージ』としてチーム議会
の活動の充実、議会改革のサイクル化、政策サイ
クルの確立が必要とされ、特に市民参加を促し、
議会活動の理解・協力を得ること。議員間討議を
充実して議案の審査、政策提言を充実させること。
市議会が率先して対話によるまちづくりを推進す
ること。の必要性を感じました。

令和元年度第２回原子力勉強会
　２月25日、浜岡原子力発電所の１・２号機の廃
止措置工事の現場及び解体撤去物の処理状況を視
察しました。
　国策による事業であり、解体撤去処分について
も厳しい管理が求められていました。リスクはゼ
ロにはならないが技術力向上等ゼロに近づける不
断の努力を継続するとのこと。隣接市議会として、
廃炉の方向性、放射性廃棄物の処分の行方、再稼
働への動きを注視していかなくてはならないと感
じました。

「静岡県西部地区市議会議長協議会」
「静岡県市議会議長会定期総会」
　　菊川市が開催市で行われました
　１月15日に県西部地区市議会議長協議会（小菊
荘に於いて）、１月31日に県市議会議長会定期総
会（掛川グランドホテルに於いて）が菊川市を開
催市として実施されました。県内各市議会の正副
議長があかっちクリニックの津田センター長の講
演や日東工業株式会社の視察に参加しました。

14　菊川市議会だより 議会のひろば



きかせてママの声
菊川市に住むお母さんに
聞きました。

　菊川に嫁いできて６年と９ヶ月。現在３児の母となり、
忙しい毎日を送っています。毎週金曜日には近所の地域の
居場所でパンの販売のお手伝いをするようになりました。
実は人見知りの私。そんな私でも温かく受け入れてくださ
るお客様や皆さんのおかげもあり、今ではお喋りする時間
が楽しみになりました！居心地のいい菊川のまち。このま
ちで暮らせてとても幸せです。ありがとう

� 榑松　幸子 さん　　

Ｖｏｌ.17

　６月定例会の予定  （各日とも午前９時～）
６月

１日（月）
議案の提案説明

２日（火）

８日（月）
一般質問

９日（火）

１５日（月） 質疑・討論・採決・委員会付託

２５日（木） 委員長報告・質疑・討論・採決

２６日（金） 予備日
※予定が変更になる場合がありますので、
　事前に議会事務局（35-0941）へご確認ください。

編集後記
　新型コロナウイルスへの感染に歯止めが掛からず、「緊
急事態宣言」が出されました。特に「三つの密」、密閉（換
気の悪い密閉空間）、密集（大勢がいる密集場所）そして
密接（間近で会話する密接場面）が重なった場合が危険だ
と言われています。
　本号でも安全を第一に考え、予定していた市民と議会を
つなぐ特集記事の取材をお休みさせていただきました。早
く先月のスーパームーンのような大きな月を皆さんで楽し
める日が来ますように。　　�　（編集委員　鈴木　直博）

©菊川市

８月発行予定です。
（年４回発行）
� お楽しみに！

次回の議会のひろばは

表紙の写真
菊川市の風景を紹介していきます。
菊川市観光協会主催
第４回 菊川市みどころフォトコンテスト
入選作品
「そよ風の丘」
三ツ井　稔さんの作品【無料】地域住民と自治体をつなぐアプリ「マチイロ」

菊川市議会だより「議会のひろば」も登録しています！

https://machiiro.town/map

運営会社情報（お問合せ先）
株式会社ホープ
〒810－0022　福岡市中央区薬院1－14－5　MG薬院ビル7F
092－716－1404（代表）
092－716－1467
代表取締役社長兼CEO 時津孝康
2億4,694万円（平成30年6月末日現在）
一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）
自治体の持つ遊休スペースを有料広告枠として活用する

「財源確保支援サービス」などの自治体に特化したサービス

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
F A X 番 号
代 表 者
資 本 金
所 属
事 業 内 容

導入実績 約600自治体
【都道府県】

新潟県／東京都／★山梨県／大阪府／★滋賀県／福岡県

【政令指定都市】
札幌市／★浜松市／★京都市／広島市／★北九州市／福岡市

【その他市町村】
★福島県川俣町／秋田県秋田市／★神奈川県厚木市
埼玉県所沢市／★茨城県水戸市／山梨県南アルプス市
★奈良県生駒市／静岡県沼津市／★兵庫県宝塚市
高知県坂出市／★熊本県菊池市／佐賀県武雄市
福岡県太宰府市／沖縄県那覇市 その他多数

【無料】マチイロ

マチイロ　配信中

TEL:092-716-1480　株式会社ホープ マチイロ運営事務局

広
報すま

ほ
2

February
No.02

K O H O
SUMAHO
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【特集】

雪の事故にご注意を！
地域の話題
インフォメーション
編集後記

スクラップスクラップ

広報すまほ
平成30年2月号戻る

マチイロ

ダウンロードはこちら

ご質問・お問合せ先

HPの情報も
まとめてチェック！

住民以外の人にも
情報が届く！

プッシュ通知で
発行をお知らせ！

住民も自治体も
無料で使える！

無料で広報紙をアプリ配信できる

ダウンロードはこちら

のご案内

※2018年1月末日時点
★はコンクール受賞自治体（平成27～29年）

すべての導入自治体は下記よりご確認いただけます。

　マチイロ導入のきっかけは、転入者の方から「これから川俣町に転入予定ですが、マチ
イロで広報紙を読めますか？」と聞かれたことです。

導入前は毎月自分でアップする作業が大変じゃないか、ちゃんと配信されるのか、など
の不安がありましたが、いざやってみると非常に簡単で負担は感じません。
　困ったときは、電話越しですが、まるで顔が見えるような温かい対応をしていただき安心
です。
　依然、紙媒体を根強く支持する高齢者に反し、紙を開くことさえ億劫に感じる若い世代
や子育て世代（20～40代）にもマチイロを通じて広報紙を読んでもらえるようになり※、導入
してよかったと思います。また、町民の皆さんや他市町村の自治体職員から「見たよ」と声を
かけていただくことが、私自身のモチベーションにもつながっています。

マチイロ導入自治体の声マチイロ導入自治体の声

福島県川俣町
総務課文書広報係

斎藤 健太郎さん

福岡県福智町
まちづくり総合政策課
広報・広聴係

日吉 由香さん

熊本県菊池市
市長公室広報交流係

野中 英樹さん

若い世代や子育て世代にも
広報紙を見てもらえるようになった。

広報の研修会で全国の自治体広報担当者と会ったとき、周囲がスマホから簡単にいろ
んな自治体の広報紙を見ていて「福智町は導入してないんですね」と言われたことをきっ
かけにマチイロを知りました。今回、HPのリニューアルと合わせてスマホ版HPも作ること
になり、そのタイミングで導入を決めました。
　作業自体も、導入自治体に事前に聞いたりしていましたが、みんな口をそろえて簡単だ
と言っていた通り何も難しくなく、導入の手続きから広報紙のアップ作業まで簡単に出来
ました。ただ、今PDF作成に少々手間がかかっているので、今後は見開きのPDFのまま
アップできるとありがたいですね。
　今後、マチイロによって、今よりももっと気軽に住民の方が町（や町の発信する情報）に
興味を持つきっかけになればと思います。

導入の手続きも広報紙のアップ作業も簡単。

マチイロを導入する前からネットとの親和性というのは今後の課題と感じていました。
WEB上の他社サービスを使ってみたものの、正直これといったアプリがないと感じて

いた中でマチイロを知り、無料であればやってみようか、と導入を決めました。
導入後も、市民から「スクラップ機能などで自分に必要な部分だけを抜粋して保存し

たりできて便利」、「バックナンバーを見ることができて便利※」という声がありました。
自治体クリップ※で取り上げていただけることも非常に嬉しいですね。これからの時

代、いろんなメディアを使って多角的に情報発信することが必須になる中で、従来とは
違った形で菊池の魅力を発信することにつながっていると思います。マチイロも自治体
クリップもなくてはならないツールですね。

自治体広報がネットとの親和性を高めていく上で、
マチイロはなくてはならないツール。

詳細は中面をご覧ください。 02

マチと住民の距離がグッと近くに！

全国約750自治体で導入中！
さらに、年度内の導入で当年度分のバックナンバーの登録が無料！

※マチイロ利用者属性はP.3をご覧ください。

※バックナンバー：詳細はP.4をご覧ください。
※自治体クリップ：自社運営の自治体オウンドメディア。

北海道
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東北

28

関東

156

中部

147

近畿

95四国

22

九州・沖縄

102

中国

27

広報コンクール
受賞自治体も
多数導入中！

導入：2017年3月～

導入：2014年11月～

導入：2018年1月～

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」への広報紙配信のご案内

https://machiiro.town/map

運営会社情報（お問合せ先）
株式会社ホープ
〒810－0022　福岡市中央区薬院1－14－5　MG薬院ビル7F
092－716－1404（代表）
092－716－1467
代表取締役社長兼CEO 時津孝康
2億4,694万円（平成30年6月末日現在）
一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）
自治体に特化したサービスを展開
（広告事業、マーケティング事業、メディア事業、エネルギー次号）

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
F A X 番 号
代 表 者
資 本 金
所 属
事 業 内 容

導入実績 約750自治体
【都道府県】

新潟県／東京都／★山梨県／大阪府／★滋賀県／福岡県

【政令指定都市】
札幌市／★浜松市／★京都市／広島市／★北九州市／福岡市

【その他市町村】
★福島県川俣町／秋田県秋田市／★神奈川県厚木市
埼玉県所沢市／★茨城県水戸市／山梨県南アルプス市
★奈良県生駒市／静岡県沼津市／★兵庫県宝塚市
高知県坂出市／★熊本県菊池市／佐賀県武雄市
福岡県太宰府市／沖縄県那覇市 その他多数

無料行政情報アプリ「マチイロ」への広報紙配信のご案内マチイロ

マチイロ　配信中

TEL:092-716-1480　株式会社ホープ マチイロ運営事務局
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【特集】

雪の事故にご注意を！
地域の話題
インフォメーション
編集後記

スクラップスクラップ

広報すまほ
平成30年2月号戻る

マチイロ

ダウンロードはこちら

ご質問・お問合せ先

HPの情報も
まとめてチェック！

住民以外の人にも
情報が届く！

プッシュ通知で
発行をお知らせ！

住民も自治体も
無料で使える！

無料で広報紙をアプリ配信できる

ダウンロードはこちら

のご案内

※2018年9月末日時点

★は公益社団法人日本広報協会「全国広報コンクール受賞自治体（平成27～29年）

すべての導入自治体は下記よりご確認いただけます。

　マチイロ導入のきっかけは、転入者の方から「これから川俣町に転入予定ですが、マチ
イロで広報紙を読めますか？」と聞かれたことです。

導入前は毎月自分でアップする作業が大変じゃないか、ちゃんと配信されるのか、など
の不安がありましたが、いざやってみると非常に簡単で負担は感じません。
　困ったときは、電話越しですが、まるで顔が見えるような温かい対応をしていただき安心
です。
　依然、紙媒体を根強く支持する高齢者に反し、紙を開くことさえ億劫に感じる若い世代
や子育て世代（20～40代）にもマチイロを通じて広報紙を読んでもらえるようになり※、導入
してよかったと思います。また、町民の皆さんや他市町村の自治体職員から「見たよ」と声を
かけていただくことが、私自身のモチベーションにもつながっています。

マチイロ導入自治体の声マチイロ導入自治体の声

福島県川俣町
総務課文書広報係

斎藤 健太郎さん

福岡県福智町
まちづくり総合政策課
広報・広聴係

日吉 由香さん

熊本県菊池市
市長公室広報交流係

野中 英樹さん

若い世代や子育て世代にも
広報紙を見てもらえるようになった。

広報の研修会で全国の自治体広報担当者と会ったとき、周囲がスマホから簡単にいろ
んな自治体の広報紙を見ていて「福智町は導入してないんですね」と言われたことをきっ
かけにマチイロを知りました。今回、HPのリニューアルと合わせてスマホ版HPも作ること
になり、そのタイミングで導入を決めました。
　作業自体も、導入自治体に事前に聞いたりしていましたが、みんな口をそろえて簡単だ
と言っていた通り何も難しくなく、導入の手続きから広報紙のアップ作業まで簡単に出来
ました。ただ、今PDF作成に少々手間がかかっているので、今後は見開きのPDFのまま
アップできるとありがたいですね。
　今後、マチイロによって、今よりももっと気軽に住民の方が町（や町の発信する情報）に
興味を持つきっかけになればと思います。

導入の手続きも広報紙のアップ作業も簡単。

マチイロを導入する前からネットとの親和性というのは今後の課題と感じていました。
WEB上の他社サービスを使ってみたものの、正直これといったアプリがないと感じて

いた中でマチイロを知り、無料であればやってみようか、と導入を決めました。
導入後も、市民から「スクラップ機能などで自分に必要な部分だけを抜粋して保存し

たりできて便利」、「バックナンバーを見ることができて便利※」という声がありました。
自治体クリップ※で取り上げていただけることも非常に嬉しいですね。これからの時

代、いろんなメディアを使って多角的に情報発信することが必須になる中で、従来とは
違った形で菊池の魅力を発信することにつながっていると思います。マチイロも自治体
クリップもなくてはならないツールですね。

自治体広報がネットとの親和性を高めていく上で、
マチイロはなくてはならないツール。

詳細は中面をご覧ください。 02

マチと住民の距離がグッと近くに！

全国約600自治体で導入中！
さらに、年度内の導入で当年度分のバックナンバーの登録が無料！

※マチイロ利用者属性はP.3をご覧ください。

※バックナンバー：詳細はP.4をご覧ください。
※自治体クリップ：自社運営の自治体オウンドメディア。
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広報コンクール
受賞自治体も
多数導入中！

導入：2017年3月～

導入：2014年11月～

導入：2018年1月～

撮影地：
菊川市青葉台三丁目
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本会議・委員会などを傍聴
できます。開催日に議会事
務局へお越しください。

傍　聴

特定のことについて、議会
などに実情を訴え、適切な
措置を要請できます。

陳情・請願

委員会審査案件の審査経緯、
結果などについて、説明会
の開催を要求できます。

市民説明会

あなたもできるこんなこと！

請
願
書


